
 
 

 

 

 

 

 

2026 年度 熊本大学 工学部 機械数理工学科 

（機械工学教育プログラム・機械システム教育プログラム） 

第 3 年次編入学（一般入試）試験問題 
 

2025 年 7 月 12 日 
 

試験時間： 13:00～13:30 （30 分） 

 

 

 

【注意事項】 

 

1. 開始の合図があるまでは本冊子を開かないでください． 

2. 乱丁・落丁のある場合は申し出てください． 

3. 本冊子には数学１題および専門科目の選択問題４題の計５題が含まれています． 

解答は各問題の下の余白に記入してください．裏面には記入しないでください． 

4. １ページ目の数学は必答問題です．全員解答してください． 

5. ２ページ以降の専門科目は任意の１科目を選んで解答してください． 

各ページにある科目名の右の選択欄のいずれかを必ず丸で囲んでください． 

6. 本紙を含めてすべての問題用紙に必ず受験番号を記入してください． 

7. 試験終了後，本冊子を回収します． 

 

 

 

 

 

出 題 科 目 ページ 必 答・選 択 

数    学 1/5 必 答 問 題 

科目名（加・材） 2/5 

選 択 問 題 

(1科目選択) 

科目名（材・設） 3/5 

科目名（熱・流） 4/5 

科目名（計・制） 5/5 

 

 

 

 

受 験 番 号  
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2026 年度 熊本大学工学部機械数理工学科（機械工学教育プログラム・機械システム教育プログラム） 

第 3 年次編入学（一般入試） 試験問題 
2025 年 7 月 12 日 

科 目 名 数 学 必 答 問 題 

 

受 験 番 号  

 

以下の(1), (2) の問いに答えなさい． 

 

（1）  ,         のとき，  を求めなさい． 

 

（2）次の行列の逆行列を求めなさい． 

[
0 0 1
0 1 0
1 0 0

]  

 

 

 

 

 

 

 解答例  
 

(1) 

 
 

 

 

 

ゆえに媒介変数の微分法により， 
 

 

 

 

 

 

(2) 

この行列を𝐴とする． 

行列𝐴は，単位行列の 1行目と 3行目を入れ替えたものである． 

同じようにもう一度 1行目と 3行目を入れ替えると，元の単位行列に戻ることから， 

𝐴 ∙ 𝐴 = 𝐼が成り立つ．したがって， 

𝐴−1 = 𝐴となる． 

 

別解：掃き出し法 

行列 𝐴と単位行列 𝐼を並べて，拡大行列[A|𝐼]を作る． 

 

[
0 0 1
0 1 0
1 0 0

|
1 0 0
0 1 0
0 0 1

] 

 

1 行目と 3 行目を入れ替える． 

 

[
1 0 0
0 1 0
0 0 1

|
0 0 1
0 1 0
1 0 0

] 

 

このとき左側が単位行列となっているため，右側が逆行列𝐴−1に等しい． 

よって， 

𝐴−1 = [
0 0 1
0 1 0
1 0 0

] 

 

 

 

𝑥 = 𝑎 cos3 𝑡 𝑦 = 𝑎 sin3 𝑡 
d𝑦

d𝑥
 

d𝑥

d𝑡
= −3𝑎 cos2 𝑡 sin 𝑡 

d𝑦

d𝑡
= 3𝑎 sin2 𝑡 cos 𝑡 

d𝑦

d𝑥
=

d𝑦
d𝑡

d𝑥
d𝑡

⁄ =
3𝑎 sin2 𝑡 cos 𝑡

−3𝑎 cos2 𝑡 sin 𝑡
= − tan 𝑡 
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2026 年度 熊本大学工学部機械数理工学科（機械工学教育プログラム・機械システム教育プログラム） 

第 3 年次編入学（一般入試） 試験問題 
2025 年 7 月 12 日 

科 目 名 科目名（加・材） 

選

択

欄 

 

選
択
す
る 

 

選
択
し
な
い 

 受 験 番 号  

 

図は鉄–炭素二元状態図（簡略図）である．次の問いに答えなさい．  

 

(1)  図中の相 𝛼と𝛾は，それぞれ何と呼ばれるか答えなさい．  

 

(2) 図中の A～C のうち，共析点を表す点を 1 つ選び，記号で答えなさい．また，

共析点で生成される組織名と，その構造的特徴を述べなさい． 

 

(3)  亜共析鋼では，Fe₃C の体積分率が高くなると，材料の機械的性質はどのよ

うに変化するか述べなさい．  

 

(4)  鋼の焼入れによって得られるマルテンサイトの形成機構に関し，次の文の

空欄①〜③に適切な語句を答えなさい． 

（ ① ）構造の（ ② ）相を急冷すると，固溶していた炭素が（ ③ ）することな

く格子内に閉じ込められ，歪んだ体心正方構造を形成して硬いマルテンサイト組

織となる． 

 

 

 

 解答例  
 

(1)𝛼：フェライト， 𝛾：オーステナイト 
 

(2)共析点の位置：A．組織名：パーライト．構造的特徴：フェライトとセメンタイト（Fe₃C）が層状に並んだ組織 
 

(3) 硬さや強度は増加するが，じん性が低下する． 

  

(4) ①：面心立方（または FCC），②：オーステナイト，③：拡散 
 

 

 

 

 

 
   図 鉄–炭素二元状態図（簡略図） 
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2026 年度 熊本大学工学部機械数理工学科（機械工学教育プログラム・機械システム教育プログラム） 

第 3 年次編入学（一般入試） 試験問題 
2025 年 7 月 12 日 

科 目 名 科目名（材・設） 

選

択

欄 

 

選
択
す
る 

 

選
択
し
な
い 

 受 験 番 号  

 

図に示すように，要素①と要素②からなるトラスに荷重 P が作用している．それぞれの要素の長さを a と√2𝑎 ，断面積を A，ヤング率

を E1と E2とする．以下の問いに答えなさい． 

 

（1）要素①と要素②に作用する軸力 F1と F2を求めなさい．ただし，引張力を正とする． 

（2）要素①と要素②の伸びλ1とλ2を求めなさい．ただし，伸びを正とする． 

(3) 荷重 P が作用する点の荷重方向の変位δを求めなさい． 

 

 
 

図 トラス 

 

 解答例  
 

(1) 

 荷重 P が作用する点の力のつり合いから，x，y 方向を図のように取ると， 

 
 

 x 方向： 
𝐹1 cos 180° + 𝐹2 cos 225° = 0 

y 方向： 
𝐹1 sin 180° + 𝐹2 sin 225° − 𝑃 = 0 

  

∴ 𝐹1 = 𝑃, 𝐹2 = −√2𝑃 
 

(2) 

 フックの法則より， 

∴ 𝜆1 =
𝑃𝑎

𝐸1𝐴
, 𝜆2 =

(−√2𝑃)(√2𝑎)

𝐸2𝐴
= −

2𝑃𝑎

𝐸2𝐴
 

 

(3) 

 ひずみエネルギーと荷重の仕事から， 

𝑈 =
1

2
𝐹1 ∙ 𝜆1 +

1

2
𝐹2 ∙ 𝜆2 =

1

2
𝑃
𝑃𝑎

𝐸1𝐴
+
1

2
(−√2𝑃) (−

2𝑃𝑎

𝐸2𝐴
) =

1

2
𝑃𝛿 

 

∴ 𝛿 =
𝑃𝑎

𝐸1𝐸2𝐴
(2√2𝐸1 + 𝐸2) 
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2026 年度 熊本大学工学部機械数理工学科（機械工学教育プログラム・機械システム教育プログラム） 

第 3 年次編入学（一般入試） 試験問題 
2025 年 7 月 12 日 

科 目 名 科目名（熱・流） 

選

択

欄 

 

選
択
す
る 

 

選
択
し
な
い 

 受 験 番 号  

 

図のように，大きなタンクの側面から内径 𝑑𝑝  の円管を介して円管先端の

ノズル（②の位置）から水を噴き上げる噴水を設計した．ここで，𝑍𝑤 > 𝑍𝑛 

である．タンク内の水面（①の位置）変化および液体のエネルギー損失は無

視できるものとして，以下の問いに答えなさい．ただし，ノズル先端の内径

は 𝑑𝑛 とし，必要であれば水の密度は𝜌，重力加速度は 𝑔，大気圧は 𝑝𝑎 と

する． 

（1）ノズル出口における流速 𝑉𝑛 を求める式を書きなさい． 

（2）円管内の流速 𝑉𝑝 を求める式を書きなさい． 

(3)ノズル出口から水が噴き出す高さ 𝐻 （②と③の位置の高差）を求める

式を書きなさい．  

 

 

 

 

 

 

 

 解答例  
 

(1) タンクの水面の位置①とノズル出口の位置②間にベルヌーイの式を適用すると𝑉𝑛は次式となる． 

（トリチェリの定理） 

 

𝑉𝑛 = √2𝑔(𝑍𝑤 − 𝑍𝑛) 
 

 

 

(2) 連続の式より，𝑉𝑝 は次式となる． 

  

𝑉𝑃 = (
𝑑𝑛
𝑑𝑝
)

2

𝑉𝑛 = (
𝑑𝑛
𝑑𝑝
)

2

√2𝑔(𝑍𝑤 − 𝑍𝑛) 

 

 

 

(3) 地点②と③間にベルヌーイの式を適用すると𝐻は次式となる． 

  
𝐻 = 𝑍𝑤 − 𝑍𝑛 

 

 

 

図 タンクに接続したノズルからの水の噴出 
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2026 年度 熊本大学工学部機械数理工学科（機械工学教育プログラム・機械システム教育プログラム） 

第 3 年次編入学（一般入試） 試験問題 
2025 年 7 月 12 日 

科 目 名 科目名（計・制） 

選

択

欄 

 

選
択
す
る 

 

選
択
し
な
い 

 受 験 番 号  

 

以下の微分方程式に従う振動系について考える． 

d2

d𝑡2
𝑥(𝑡) = 𝑘𝑥(𝑡) + 𝑐

d

d𝑡
𝑥(𝑡) + 𝑢 

ここで 𝑥(𝑡)は時刻 𝑡における状態，𝑘, 𝑐, 𝑢 は定数を表す．今，𝑥(𝑡) が減衰振動し，ある定数値 𝑋 に漸近収束した． 

以下の問に答えなさい． 

 

（1）減衰振動となるための k，c の満たすべき条件を求めなさい． 

（2）X の値を求めなさい． 

 

 

 

 

 

 解答例  
 

(1) 

 𝑥̈ − 𝑐𝑥̇ − 𝑘𝑥 = 𝑢が支配方程式になる． 

減衰振動になるためには，特性方程式 𝜆2 − 𝑐𝜆 − 𝑘 = 0は実部が負の複素解でなければならない． 

特性根は 𝜆 =
𝑐±√𝑐2+4𝑘

2
=

1

2
(𝑐 ± √𝑐2 + 4𝑘)なので，𝑐 < 0かつ 𝑐2 + 4𝑘 < 0でなければならない． 

 

(2) 

 漸近する点は平衡点なので，𝑘𝑋 + 𝑢 = 0，つまり 𝑋 = −
𝑢

𝑘
  

 

 

 

 


